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平
成
三
十
年
五
月
二
十
三
日
㈬
、
ホ
テ

ル
鐘
山
苑
に
於
い
て
開
催
。
平
成
二
十
九

年
度
決
算
報
告
の
承
認
を
始
め
、
予
定
さ

れ
て
い
た
議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の

伊
藤
惇
夫
氏
に
よ
り
、「
こ
の
国
の
政

治
・
経
済
の
行
方
」
と
題
し
て
の
特
別
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
名

大
月
税
務
署
長
　
　
　
　
田
畑
　
晶
司
様

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
長
　
　
　
池
谷
　
正
志
様

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

副
会
長
　
　
　
　
　
岸
本
　
良
三
様

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

統
括
国
税
調
査
官
　
　
新
福
　
正
彦
様

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

審
理
上
席
国
税
調
査
官

徳
永
　
聡
子
様

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
多
摩
支
社

甲
府
営
業
部
長
　
　
　
中
川
　
和
樹
様

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

山
梨
支
店
長
　
　
　
田
畑
　
大
介
様

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

山
梨
支
社
長
　
　
　
　
西
内
　
達
也
様

表
　
彰

一
、
会
員
増
強
表
彰

銀
　
　
賞
　
都
留
支
部

銀
　
　
賞
　
富
士
吉
田
六
支
部

銅
　
　
賞
　
大
月
支
部

二
、
保
障
制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表
彰

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

前
川
ま
ゆ
み
様

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

渡
辺
　
寿
浩
様

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

白
井
恵
美
子
様

大
月
法
人
会

第
七
回
定
時
総
会

大
月
法
人
会
細
谷
憲
二
会
長
挨
拶

大
月
税
務
署
田
畑
晶
司
署
長
ご
祝
辞

税
理
士
会
池
谷
正
志
大
月
支
部
長
ご
祝
辞

山
梨
県
連
岸
本
良
三
副
会
長
ご
祝
辞

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
伊
藤
惇
夫
氏
特
別
講
演

意
見
交
換
会
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細
谷
会
長
が

旭
日
双
光
章
受
章

国
家
・
社
会
に
対
し
て
功
労
が
あ
っ
た

人
へ
授
与
さ
れ
る
栄
典
、
平
成
三
十
年
春

の
叙
勲
親
授
式
が
皇
居
宮
殿
に
於
い
て
、

伝
達
式
が
東
京
都
港
区
の
三
田
共
用
会
議

所
に
於
い
て
五
月
十
日
行
わ
れ
、
当
会
会

長
の
細
谷
憲
二
氏
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

細
谷
会
長
は
、
法
人
会
活
動
を
通
じ
て

の
納
税
意
識
の
高
揚
等
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
昨
年
の
財
務
大
臣
表
彰
受
彰
に
続
け

て
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
栄
誉
を
お
祝
い
し
、
山
梨
県
法
人

会
連
合
会
芦
澤
会
長
、
大
月
法
人
会
副
会

長
の
皆
様
が
発
起
人
と
な
り
、
祝
賀
会

が
、
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

細
谷
会
長
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
二
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
に
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
当
会
よ
り
次
の
役
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
全
法
連
功
労
者
表
彰
受
賞
者

常
任
理
事
　
　
　
　

㈱
協
和
生
コ
ン

倉
澤
　
鶴
義
様

理
　
　
事

芙
蓉
実
業
㈱
　
山
下
佐
一
郎
様

平
成
三
十
年
度
県
連
功
労
者
表
彰
受
賞
者

理
　
　
事

三
浦
化
成
工
業
㈱
　
三
浦
　
　
信
様

理
事
相
当

㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

内
藤
　
定
子
様

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

第
六
回
定
時
総
会

平
成
三
十
年
六
月
一
日
㈮
、
甲
府
富
士

屋
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
当
会
よ
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小
佐
野
紀
之

㈲
こ
み
た
け
売
店

宮
下
　
完
爾

㈱
マ
シ
ナ
リ
ー

山
下
佐
一
郎

芙
蓉
実
業
㈱

桑
原
　
安
男

㈱
桑
原
興
業

天
野
　
一
則

都
留
信
用
組
合

渡
辺
　
直
企

㈱
富
士
情
報

田
辺
　
丈
人

㈲
田
辺
織
物

大
森
　
保
廣

㈱
大
森
林
業
所

三
浦
　
　
信

三
浦
化
成
工
業
㈱

高
村
　
浩
明

富
士
水
熱
設
備
工
業
㈱

吉
野
　
保
美

㈱
吉
野
土
建

柏
木
お
さ
む

㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン

小
林
ゆ
く
よ

㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

外
川
　
桂
子

㈲
山
岸
旅
館

監
　
事

湖
山
　
泰
三
　
㈱
湖
山
商
事

梶
原
　
秀
博
　
㈱
梶
原
工
業
所

新
津
　
好
久
　
㈱
新
津

理
事
相
当

吉
澤
　
武
司

富
士
航
空
電
子
㈱

平
井
　
　
勉

㈱
平
井
製
作
所

小
泉
　
裕
次

㈱
ユ
ー
キ

荻
原
　
秀
祥

㈱
ユ
ー
シ
ン

赤
澤
　
克
夫

山
二
商
事
㈱

中
村
　
　
武

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

小
松
　
英
一

山
英
建
設
㈱

山
崎
　
泰
洋

山
崎
織
物
㈱

奥
脇
　
芳
弘

宮
川
電
気
㈱

小
池
　
久
司

㈲
小
池
時
計
店

堀
内
　
　
満

パ
イ
ロ
ッ
ト
測
量
設
計
㈱

渡
辺
　
浩
次

渡
秀
工
業
㈱

吉
沢
　
秀
雄

㈲
吉
沢
製
パ
ン

伊
東
　
貴
也

伊
東
商
店
㈱

吉
村
　
　
茂

㈱
吉
村
製
作
所

中
村
　
　
元

㈲
東
京
屋
製
菓

渡
辺
　
訓
勝

山
叶
㈱

吉
元
　
　
潤

吉
田
精
工
㈱

井
出
　
泰
済

㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

三
浦
　
敬
伯

㈱
サ
イ
コ

松
浦
　
潤
一

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

井
出
　
　
隆

井
出
電
気
㈱

渡
邉
　
良
孝

登
り
坂
石
油
㈱

大
石
　
秀
世

㈱
ア
ト
ラ
ス
測
量

和
田
　
一
成

富
士
急
行
㈱

土
屋
き
よ
美

㈱
土
屋
製
作
所

臼
井
佳
津
子

㈱
臼
井
自
動
車

市
川
　
公
子

市
川
リ
ー
ス
㈱

小
林
　
聖
子

ネ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

湖
山
　
和
子

㈱
湖
山
商
事

白
川
　
敏
子

山
陽
精
工
㈱

内
藤
　
定
子

㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

山
口
　
輝
子

㈲
山
口
乳
業

清
水
美
恵
子

㈱
龍
美
建
設

小
高
　
洋
子

㈲
コ
タ
カ
電
化

山
口
　
光
子

㈲
山
口
製
作
所

佐
波
　
佳
子

㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

鶴
田
み
さ
子

㈱
ツ
ル
タ

田
辺
　
勝
子

タ
ナ
ベ
電
器
㈱

日
川
　
和
子

㈲
日
川
時
計
店

横
打
香
代
子

㈱
山
梨
重
機

白
井
恵
美
子

エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

倉
澤
　
光
代

㈱
協
和
生
コ
ン

外
川
正
知
恵

㈲
天
下
茶
屋

渡
邉
　
林
美

登
り
坂
石
油
㈱

大

月

法

人

会

役

員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

顧
　
問

滝
口
　
哲
夫
様

原
田
　
　
威
様

相
談
役

井
出
　
常
済

㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

大
崎
　
俊
浩

秋
山
土
建
㈱

藤
田
　
　
豊

㈱
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店

堀
内
　
富
久

堀
内
電
気
㈱

長
田
　
富
也

ア
イ
ト
ー
電
子
㈱

小
林
　
　
武

㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

槇
田
　
則
夫

㈱
槇
田
商
店

奈
良
　
紀
子

㈲
大
和
屋
薬
局

新
名
　
米
光

㈱
新
名
製
作
所

池
谷
　
正
志

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部

会
　
長

細
谷
　
憲
二

中
央
観
光
㈱

副
会
長

外
川
　
凱
昭
　
㈲
山
岸
旅
館

細
田
　
幸
次
　
都
留
信
用
組
合

川
上
洋
一
郎
　
川
上
建
設
㈱

志
村
美
貴
代
　
日
伸
総
建
㈱

小
林
余
し
緒
　
小
林
工
業
㈱

山
口
　
照
義

㈱
メ
イ
ト

小
佐
野
昇
一
　
㈲
こ
み
た
け
売
店

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

小
笠
原
能
久

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

常
任
理
事

鈴
木
　
誠
一
　
㈱
鈴
木
製
作
所

田
村
　
夏
子
　
㈱
田
村
組

鯨
岡
　
正
文
　
三
栄
工
業
㈱

堀
江
　
俊
隆
　
㈱
堀
江
製
作
所

小
林
　
歳
男
　
㈱
小
林
工
務
店

奥
秋
　
幸
治
　
奥
秋
建
設
㈱

渡
辺
　
吉
勝
　
山
叶
㈱

大
森
　
剛
仁
　
㈱
大
森
工
務
所

浅
沼
　
歌
子

富
岳
物
産
㈱

堀
内
光
一
郎
　
富
士
急
行
㈱

立
川
　
正
史
　
秋
山
土
建
㈱

高
村
　
朝
彦
　
タ
カ
ム
ラ
建
設
㈱

梶
原
　
信
行
　
船
津
観
光
㈱

小
谷
田
　
融
　
富
士
観
光
開
発
㈱

倉
澤
　
鶴
義
　
㈱
協
和
生
コ
ン

理
　
事

古
家
　
恵
次

大
嶺
興
業
㈱

守
屋
　
博
文

㈱
ト
ー
ホ
ー

城
戸
　
正
三

㈱
キ
ド
ハ
イ
テ
ッ
ク

尾
形
　
　
直

㈱
尾
形
製
作
所

山
下
　
久
幸

㈱
エ
ノ
モ
ト

天
野
　
喜
宗

㈱
み
ど
り
や

中
山
　
愛
美

㈱
ナ
カ
ヤ
マ

天
野
　
太
文

濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲

三
木
　
範
之

甲
陽
産
業
㈱

佐
々
木
弘
之

㈱
田
中
屋

井
上
　
博
之

㈲
井
上
石
油

越
石
　
賢
一

㈱
ミ
ネ
ル
バ

藤
江
　
一
枝

㈱
共
立
機
械

餌
取
　
一
成

㈲
印
刷
エ
ト
リ

小
林
　
清
哲

㈲
小
林
仏
壇

長
田
　
公
明

長
田
産
業
㈱

渡
邉
　
　
稔

㈱
渡
辺
商
店
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正味財産増減計算書合計表

科　　　目
Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

(1)経常収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金等
受取負担金
寄附金
雑収益
経　常　収　益　計

(2)経常費用
公益目的事業
収益事業等
管理費
経　常　費　用　計

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
受取補助金等
受取全法連助成金
受取県連助成金
一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

平成29年度決算

1,598
5,809

13,523,000
9,636,964
7,985,100
1,702,000

93,000
951,212

33,898,683

20,379,079
10,466,012

2,803,272
33,648,363

250,320
246,506,840
246,757,160

7,835,100
7,835,100

△ 7,835,100
0
0
0

246,757,160

平成29年度予算

1,750
14,368

13,664,000
9,875,000
7,701,420
1,628,000

100,000
454,600

33,439,138

20,538,888
10,050,863

2,836,412
33,426,163

12,975
246,506,840
246,519,815

7,835,100
7,835,100

△ 7,835,100
0
0
0

246,519,815

平成30年度予算

775
9,340

13,512,000
8,993,000
8,474,900
1,653,000

100,000
402,800

33,145,815

20,685,254
11,317,629

3,487,564
35,490,447

△ 2,344,632
246,757,160
244,412,528

8,324,900
8,324,900

△ 8,324,900
0
0
0

244,412,528

五
月
二
十
九
日
㈫
　
会
長
出
席
　

富
士
吉
田
市
民
会
館

県
連
税
制
委
員
会

六
月
七
日
㈭
　
甲
府
法
人
会
館

租
税
教
育
推
進
協
議
会
定
期
総
会
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関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

関
係
民
間
団
体
長
会

関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
事
務

局
長
会
・
団
体
長
会
が
六
月
六
日
㈬
、
二

十
日
㈬
、
大
月
税
務
署
三
階
会
議
室
に
於

い
て
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
事

業
・
決
算
報
告
及
び
平
成
三
十
年
度
事

業
・
予
算
計
画
を
原
案
通
り
承
認
。

七
月
十
八
日
㈬
、
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於

い
て
、
関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会
が
役

員
等
総
勢
九
十
四
名
出
席
の
下
開
催
さ

れ
、
新
任
の
武
藤
雅
彦
大
月
税
務
署
長
以

下
、
署
幹
部
職
員
の
紹
介
や
署
と
の
意
見

交
換
並
び
に
団
体
役
員
相
互
の
親
睦
・
交

流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

徳
永
上
席
官
よ
り
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
の
特
別
講
演
会
で
は
、「
体
と

心
の
バ
ラ
ン
ス
　
メ
ン
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
講
座
」
と
題
し
て
、
筑
波
大
学
出
身
で

日
本
女
子
柔
道
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る

支
部
活
動
報
告

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
総
会

六
月
十
五
日
㈮
会
長
出
席
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

富
士
吉
田
支
部
役
員
会

五
月
十
日
㈭
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会
総
会

六
月
八
日
㈮

会
長
出
席

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

富
士
吉
田
支
部
セ
ミ
ナ
ー
開
催

恒
例
に
な
り
ま
し
た
富
士
吉
田
六
支
部

主
催
に
よ
る
平
成
三
十
年
度
富
士
吉
田
支

部
セ
ミ
ナ
ー
を
六
月
五
日
㈫
、
ホ
テ
ル
鐘

山
苑
に
於
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
セ

ミ
ナ
ー
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
本
会
・
青

年
部
会
・
女
性
部
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
一
部
の
税
務
研
修
会
で
は
「
税
制
改

正
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
大
月
税
務
署



に
取
り
組
ん
で
い
く
事
、
ま
た
山
梨
法
人

会
が
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
『
全
国
青
年
の
集
い
（
岐
阜
大
会
）』

の
概
要
が
説
明
さ
れ
今
回
も
多
く
の
部
会

員
の
参
加
を
求
め
有
意
義
な
大
会
と
す
る

事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
の
結
び
に

今
年
九
月
二
十
一
日
㈮
に
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

で
開
催
さ
れ
る
青
年
部
・
女
性
部
創
立
四

十
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
会
の
進
捗
状

況
が
報
告
さ
れ
、
役
員
会
終
了
後
の
意
見

交
換
会
で
は
、
武
藤
署
長
様
を
始
め
署
幹

部
の
皆
様
と
今
後
の
青
年
部
会
活
動
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
有
意
義
な

意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
会
長
　
小
佐
野
昇
一

(7)

青
年
部
会
活
動
報
告

笹
原
美
智
子
先
生
に
、
■
ケ
ガ
・
事
故
・

病
気
を
未
然
に
防
ぎ
職
場
も
活
性
化
す

る
！
■
あ
な
た
の
現
在
の
ス
ト
レ
ス
度

は
？
■
自
己
成
長
の
た
め
の
自
己
理
解

等
、
健
康
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
細
分
化
し

て
分
か
り
易
く
、
楽
し
く
、
即
実
践
可
能

で
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
富
士
吉
田
支

部
内
の
税
務
研
修
会
が
行
わ
れ
、「
軽
減

税
率
に
つ
い
て
」、
大
月
税
務
署
新
福
統

括
官
に
解
説
頂
き
、
会
員
増
強
と
来
年
度

の
富
士
吉
田
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
確

認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

富
士
吉
田
六
支
部
統
括
支
部
長
　

小
佐
野
　
紀
之

第
七
回
青
年
部
会
定
時
総
会

五
月
二
十
三
日
㈬
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

税
の
標
語
お
願
い

七
月
二
十
四
日
㈫
　
富
士
北
稜
高
等
学
校

青
年
部
会
役
員
会
・

署
と
の
意
見
交
換
会

平
成
三
十
年
八
月
九
日
㈭
午
前
十
一
時

よ
り
、
大
月
税
務
署
三
階
大
会
議
室
に
於

い
て
開
催
。
大
月
税
務
署
か
ら
武
藤
雅
彦

署
長
様
を
始
め
、
苫
米
地
英
昭
総
務
課
長

様
、
法
人
課
税
第
一
部
門
田
中
薫
統
括
官

様
、
各
部
門
幹
部
の
皆
様
に
も
出
席
し
て

頂
き
ま
し
た
。

武
藤
署
長
様
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
法
人

課
税
第
一
部
門
荒
木
康
作
調
査
官
様
よ
り

署
幹
部
の
皆
様
を
紹
介
し
て
頂
い
た
後
、

名
刺
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
役
員
の
自

己
紹
介
で
は
、
天
野
最
高
顧
問
よ
り
青
年

部
会
の
成
り
立
ち
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
進
行
し
ま
し
た
。

議
事
に
移
り
、
青
年
部
会
役
員
が
委
員

を
務
め
る
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
推
進
協
議
会
の
更

な
る
協
力
と
活
動
の
活
発
化
、
今
年
度
河

口
湖
支
部
と
忍
野
・
山
中
湖
支
部
が
担
当

の
第
三
十
四
回
『
高
校
生
の
税
に
関
す
る

標
語
』
募
集
、
忍
野
・
山
中
湖
支
部
担
当

の
税
金
ク
イ
ズ
・
少
年
野
球
大
会
、
今
年

度
大
月
法
人
会
が
主
管
す
る
環
富
士
山
交

流
会
等
、
各
事
業
の
取
組
み
報
告
が
な
さ

れ
、
青
年
部
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業

税
の
標
語
お
願
い

七
月
二
十
四
日
㈫
　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校



(8)

最
高
顧
問

天
野
　
喜
宗

㈱
み
ど
り
や

小
佐
野
紀
之

㈲
こ
み
た
け
売
店

細
谷
　
憲
二

中
央
観
光
㈱

川
上
洋
一
郎

川
上
建
設
㈱

顧
　
　
問

守
屋
　
博
文

㈱
ト
ー
ホ
ー

餌
取
　
一
成

㈲
印
刷
エ
ト
リ

井
上
　
博
之

㈲
井
上
石
油

山
口
　
照
義

㈱
メ
イ
ト

越
石
　
賢
一

㈱
ミ
ネ
ル
バ

鯨
岡
　
正
文

三
栄
工
業
㈱

渡
辺
　
信
介

㈲
湧
池

小
林
　
清
哲

㈲
小
林
仏
壇

荻
原
　
秀
祥

㈱
ユ
ー
シ
ン

吉
野
　
保
美

㈱
吉
野
土
建

奥
脇
　
芳
弘

宮
川
電
気
㈱

堀
江
　
俊
隆

㈱
堀
江
製
作
所

赤
澤
　
克
夫

山
二
商
事
㈱

柏
木
お
さ
む

㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン

小
池
　
久
司

㈲
小
池
時
計
店

中
村
　
　
武

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

鈴
木
　
誠
一

㈱
鈴
木
製
作
所

三
木
　
範
之

甲
陽
産
業
㈱

山
下
佐
一
郎

芙
蓉
実
業
㈱

深
沢
　
　
央

な
だ
や
㈱

渡
邉
　
幸
男

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

部
会
長

小
佐
野
昇
一

㈲
こ
み
た
け
売
店

上
野
原
支
部
長

尾
形
　
　
直

㈱
尾
形
製
作
所

大
月
支
部
長

佐
々
木
弘
之

㈱
田
中
屋

都
留
支
部
長

小
松
　
英
一

山
英
建
設
㈱

富
士
吉
田
支
部
長

伊
東
　
貴
也

伊
東
商
店
㈱

忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

三
浦
　
　
信

三
浦
化
成
工
業
㈱

河
口
湖
支
部
長

渡
邉
　
良
孝

登
り
坂
石
油
㈱

幹
事
長

渡
邊
　
訓
勝

山
叶
㈱

事
業
委
員
長

松
浦
　
潤
一

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

大
月
副
支
部
長
兼
親
睦
委
員
長

西
室
　
信
男

㈲
西
忠
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

会
　
計

白
須
　
一
政
　
㈱
シ
ラ
ス
自
工

部
会
長
補
佐

吉
元
　
　
潤
　
吉
田
精
工
㈱

都
留
副
支
部
長

菊
地
　
明
久

㈱
長
田
電
材
工
業

富
士
吉
田
副
支
部
長
・
監
事

渡
辺
　
三
雄

三
和
建
設
㈱

忍
野
・
山
中
湖
副
支
部
長

渡
辺
　
教
彦

㈱
渡
辺
工
務
店

河
口
湖
副
支
部
長

渡
辺
　
松
氏

㈲
旅
館
松
屋

幹
　
　
事

宮
田
　
千
治

ミ
ヤ
通
信
工
業
㈱

天
野
　
統
一

濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ス
ト
㈲

中
山
　
愛
美

㈱
ナ
カ
ヤ
マ

藤
本
　
恭
司

㈱
や
お
き

清
水
　
偉
也

㈲
清
水
商
事
サ
ー
ビ
ス
工
場

白
輪
地
　
厚

㈱
三
吉

平
井
　
　
勉

㈱
平
井
製
作
所

小
泉
　
裕
次

㈱
ユ
ー
キ

野
武
　
直
記

ユ
ニ
テ
ッ
ク
㈱

堀
内
　
慎
也

堀
内
電
気
㈱

奥
秋
　
公
大

奥
秋
建
設
㈱

九
鬼
　
　
敦

㈲
九
鬼
塗
装

細
田
　
浩
一

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

本
田
　
　
剛

㈱
中
村
酒
販

渡
辺
　
秀
行

（資）
渡
辺
酒
店

小
林
　
大
希

㈱
丸
大
産
業

岩
下
　
　
稔

㈲
岩
下
産
業

金
巻
　
　
裕

㈲
中
村
薬
局

白
須
　
資
望

富
士
新
幸
㈱

鈴
木
　
雅
俊

㈱
鈴
木
工
業

中
村
　
　
哲

㈱
丸
正
電
器

平
井
　
尚
博

㈲
平
井
製
作
所

宮
下
　
　
崇

㈱
宮
下

藤
本
　
秀
昭
　
第
一
測
量
㈱

髙
山
　
和
也
　
髙
山
織
物
整
理
㈱

新
田
　
隆
人

㈱
エ
ス
・
イ
ー
・
エ
ス

桑
原
　
大
輔

桑
原
電
業
㈱

羽
田
早
一
郎

㈱
羽
田
印
刷
　

佐
藤
　
浩
文

㈲
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
サ
ト
ー

梶
原
　
　
洋

船
津
観
光
㈱

小
佐
野
睦
浩

㈲
小
佐
野
設
備

監
　
　
事

桑
原
　
　
誠

秋
山
土
建
㈱

青
年
部
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

税
の
標
語
お
願
い

八
月
二
日
㈭
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
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小
学
生
租
税
教
室
開
催
と

税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

中
間
経
過
報
告

毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
る

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
さ
き
が
け
、
小

学
校
の
児
童
を
対
象
に
行
わ
れ
る
租
税
教

室
及
び
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
富
士
吉

田
支
部
担
当
で
前
年
度
二
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
致
し
ま
し
た
。

前
年
度
中
に
富
士
吉
田
市
教
育
長
、
富

士
吉
田
市
立
吉
田
小
学
校
長
に
租
税
教
室

及
び
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

五
月
十
日
、
大
月
税
務
署
か
ら
新
福
統

括
官
、
徳
永
上
席
官
に
同
行
頂
き
、
小
笠

原
専
務
、
女
性
部
会
支
部
役
員
で
、
堀
内

茂
富
士
吉
田
市
長
、
宮
下
賢
治
吉
田
小
学

校
長
に
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
し
た
。

六
月
十
五
日
、
租
税
教
室
開
催
に
向
け

て
、
講
師
を
受
け
持
つ
女
性
部
会
支
部
役

員
に
対
す
る
研
修
を
、
大
月
税
務
署
内
会

議
室
に
於
い
て
、
甲
府
税
務
署
大
河
原
税

務
広
報
広
聴
官
を
講
師
に
勉
強
し
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

七
月
二
日
、
西
桂
町
教
育
委
員
会
、
西

桂
小
学
校
に
は
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

お
願
い
を
し
、
は
が
き
等
資
料
を
渡
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

七
月
十
七
日
、
近
年
に
無
い
猛
暑
の

中
、
心
配
し
て
い
た
体
育
館
の
中
は
意
外

と
風
通
し
が
良
く
、
大
月
税
務
署
田
中
統

括
官
、
荒
木
調
査
官
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、

吉
田
小
学
校
体
育
館
に
て
六
年
生
百
一
名

を
対
象
に
租
税
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
支
部
役

員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
何
度
も
リ
ハ

ー
サ
ル
を
重
ね
て
の
支
部
役
員
講
師
の
連

携
は
素
晴
ら
し
く
、
予
定
時
間
内
の
四
十

五
分
間
の
中
で
進
め
ら
れ
、
児
童
達
は
ビ

女
性
部
会
活
動
報
告

租
税
教
室
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

七
月
八
日
㈰
　
敷
島
総
合
体
育
館

デ
オ
上
映
に
見
入
り
、
メ
モ
を
取
る
な
ど

真
剣
に
学
ん
で
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
そ
の
後
一
億
円
の
札
束
の
重
み

を
児
童
全
員
が
体
験
し
、
一
億
円
の
札
束

を
軽
々
と
持
ち
上
げ
た
り
、
や
っ
と
持
ち

上
げ
た
り
、
み
ん
な
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
先
生
が
「
身
近
な
消
費
税
等
、
税

金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
税
金
の
事

を
学
習
す
る
良
い
機
会
で
し
た
」
と
言
っ

て
下
さ
り
、
ほ
っ
と
し
、
成
果
が
有
っ
た

租
税
教
室
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
絵
画
、
絵
は
が
き
の
回
収
、

選
考
会
等
、
夏
休
み
後
に
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
部
会
富
士
吉
田
支
部
長浅

沼
　
歌
子
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第
七
回
女
性
部
会
定
時
総
会

五
月
二
十
三
日
㈬

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

税
金
絵
画
お
願
い

五
月
十
日
㈭

富
士
吉
田
市
立
吉
田
小
学
校

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
打
上
げ
・
慰
労
会

六
月
七
日
㈭
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

税
金
絵
画
お
願
い

五
月
十
日
㈭

富
士
吉
田
市
役
所

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

六
月
十
一
日
㈪
　
甲
府
法
人
会
館

お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会

五
月
十
二
日
㈯
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

税
金
絵
は
が
き
お
願
い

七
月
二
日
㈪

西
桂
小
学
校



(11)

青
年
部
会
・
女
性
部
会

創
立
四
十
周
年
実
行
委
員
会

五
月
八
日
㈫

六
月
十
四
日
㈭

七
月
四
日
㈬

八
月
一
日
㈬

八
月
二
十
七
日
㈪

女
連
協
連
絡
協
議
会

七
月
九
日
㈪
　
甲
府
法
人
会
館

顧
　
　
問

奈
良
　
紀
子

㈲
大
和
屋
薬
局

小
林
余
し
緒

小
林
工
業
㈱

部
会
長

志
村
美
貴
代

日
伸
総
建
㈱

副
部
会
長
兼
幹
事
長

小
林
ゆ
く
よ

㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

上
野
原
支
部
長

田
村
　
夏
子

㈱
田
村
組

大
月
支
部
長

内
藤
　
定
子

㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

都
留
支
部
長
兼
事
業
委
員
長

藤
江
　
一
枝

㈱
共
立
機
械

富
士
吉
田
支
部
長
　
　

浅
沼
　
歌
子

富
岳
物
産
㈱

河
口
湖
支
部
長

外
川
　
桂
子

㈲
山
岸
旅
館

上
野
原
副
支
部
長

土
屋
き
よ
美

㈱
土
屋
製
作
所

大
月
副
支
部
長

清
水
美
恵
子

㈱
龍
美
建
設

都
留
副
支
部
長
兼
監
事

鶴
田
み
さ
子

㈱
ツ
ル
タ（
コ
ー
ラ
ス
部
副
部
長
）

富
士
吉
田
副
支
部
長

日
川
　
和
子

㈲
日
川
時
計
店

河
口
湖
副
支
部
長
兼
会
計

外
川
正
知
恵

㈲
天
下
茶
屋

幹
　
　
事

中
原
　
智
子

㈱
中
原
製
材
所

石
井
　
明
美

㈲
島
田
交
通

高
橋
　
式
子

㈱
高
橋
建
設

臼
井
佳
津
子

㈱
臼
井
自
動
車

市
川
　
公
子

市
川
リ
ー
ス
㈱

小
林
　
聖
子

ネ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

天
野
　
　
操

（名）
米
屋
時
計
店

川
村
　
真
弓

立
正
堂
印
刷
㈲

小
林
登
喜
子

㈲
神
戸
電
工

白
川
　
敏
子

山
陽
精
工
㈱

山
口
　
輝
子

㈲
山
口
乳
業

小
高
　
洋
子

㈲
コ
タ
カ
電
化

志
村
ひ
ろ
江

志
村
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

石
井
　
清
子

規
予

山
口
　
光
子

㈲
山
口
製
作
所

㓛
刀
真
佐
美

桂
商
会
㈱

谷
内
江
美
子

谷
内
建
設
㈱

程
原
　
洋
子

㈱
ア
ウ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

渡
辺
な
お
み

㈲
宝
観
光
バ
ス

渡
辺
ふ
く
子

㈱
渡
辺
商
店
（
コ
ー
ラ
ス
部
長
）

菅
谷
　
勝
子

㈲
す
が
や

堀
内
　
花
代

堀
建
ト
ー
ヨ
ー
住
器
㈱

佐
波
　
佳
子

㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

田
辺
　
勝
子

タ
ナ
ベ
電
器
㈱

渡
邉
　
千
恵

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

田
辺
　
潤
子

㈱
ま
る
さ
く
た
な
べ

森
嶋
　
友
子

㈱
弘
美
イ
ン
テ
リ
ア

伊
藤
　
道
子

㈲
伊
藤

井
出
て
る
ゑ

㈱
井
出
商
店

横
打
香
代
子
　
㈱
山
梨
重
機

白
井
恵
美
子
　
エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

髙
橋
ま
す
子

㈲
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
キ
タ
フ
ジ

渡
邊
伊
寿
美

㈲
ウ
イ
ス
テ
リ
ア

小
山
田
可
能
子

㈲
富
士
エ
コ
ト
ー
プ
ミ
レ
ニ
ア
ム

池
上
美
奈
子

㈱
池
上
工
務
所

外
川
三
千
子

㈱
湖
山
亭
う
ぶ
や

渡
邉
　
林
美

登
り
坂
石
油
㈱

梶
原
　
広
子

船
津
観
光
㈱

監
　
　
事

湖
山
　
和
子

㈱
湖
山
商
事

新
入
会
員
紹
介

○
株
式
会
社
朝
日
設
備
工
業
所

都
留
市
朝
日
曽
雌
一
八
八
三

代
表
取
締
役
　
小
幡
　
宗
一

○
森
田
税
理
士
事
務
所

杉
並
区
上
荻
二-

十
九-

十
八
Ｒ
Ｋ
Ⅱ
２
階

代
表
者
　
森
田
　
光
雄

○
株
式
会
社
レ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
一

代
表
取
締
役
　
井
出
　
薫
子

女
性
部
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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広
報
封
入
作
業

五
月
二
日
㈬
　
七
名
　
大
月
法
人
会
館

新
設
法
人
説
明
会

六
月
十
二
日
㈫
　
七
名
　
大
月
法
人
会
館

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

富
士
吉
田
オ
ー
プ
ン

七
月
七
日
㈯
　
富
士
吉
田
市

決
算
法
人
説
明
会

五
月
十
六
日
㈬
　
十
七
名

六
月
十
八
日
㈪
　
三
十
名

八
月
二
十
三
日
㈭
　
十
五
名

大
月
税
務
署

広
報
委
員
会

七
月
二
十
日
㈮
　
大
月
法
人
会
館

三浦化成工業株式会社
〒401-0512 山梨県南都留郡忍野村内野582

TEL 0555-84-2341  FAX 0555-84-3771
http://www.miuraka.co.jp

代表取締役　三 浦　信



(13)

平
成
30
年
６
月
７
日
㈭
、
甲
府
法
人
会
館
に
於
い
て
県

連
税
制
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
県
下
４
単
位
会
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

に
よ
る
会
員
企
業
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
山

梨
県
連
提
言
書
と
し
て
全
法
連
へ
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

（
は
じ
め
に
）

山
梨
県
法
人
会
連
合
会
は
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
経
済
再

生
と
財
政
健
全
化
に
向
け
て
歳
入
・
歳
出
の
一
体
的
改
革

を
強
く
要
望
し
て
き
た
。
政
府
は
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た

基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
に
つ
い
て
、
２
０
０
６
年
に

掲
げ
た
「
11
年
度
の
黒
字
化
」
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
財
政
拡
張
で
断
念
。
２
０
１
０
年
に
は
「
20
年
度
黒
字

化
」
を
再
設
定
し
国
際
公
約
と
し
た
が
、
達
成
が
難
し
い

為
２
０
１
９
年
度
以
降
の
財
政
健
全
化
計
画
で
目
標
達
成

時
期
を
５
年
先
送
り
す
る
検
討
に
入
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
30
年
度
の
税
制
改
正
は
、
日
本
経
済
が
抱
え
る
構
造

問
題
に
踏
み
込
み
が
足
り
な
い
改
正
と
な
っ
た
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
財
政
・
社
会
保
障
の

構
造
改
革
は
急
務
で
あ
り
、
税
制
も
一
体
で
骨
太
な
議
論

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
会
で
は
本
年
も
傘
下
単
位
会
で
会
員
を
対
象
に
実
施

し
た
「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
及
び
各

単
位
会
税
制
委
員
会
の
要
望
を
踏
ま
え
、
経
済
再
生
に
活

力
を
与
え
る
税
制
の
実
現
を
要
望
す
る
。

法
人
税
関
係

１．

法
人
実
効
税
率
の
あ
り
方
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
改
正
で
29
・
97
％
、
平
成
30
年
度
は
29
・

74
％
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
実

効
税
率
の
平
均
は
約
25
％
、
ア
ジ
ア
主
要
国
の
平
均
は
約

22
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ
ま
で
の

40
・
75
％
が
27
・
98
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
日
本
企
業

の
国
際
競
争
力
を
高
め
、
外
国
企
業
の
日
本
進
出
も
後
押

し
す
る
た
め
に
実
効
税
率
25
％
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

２．

中
小
企
業
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て

現
行
の
中
小
法
人
の
軽
減
税
率
の
特
例
（
所
得
金
額
年

８
０
０
万
円
以
下
の
税
率
15
％
）
は
平
成
29
年
度
改
正
で

適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
た
が
、
中
小
法
人
活
性
化
の

た
め
に
こ
の
時
限
措
置
を
本
則
化
と
し
、
昭
和
56
年
以
来

８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
適
用
所
得
金
額

を
１
、
６
０
０
万
円
程
度
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

３．

中
小
企
業
支
援
税
制
に
つ
い
て

中
小
企
業
支
援
税
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
税
制

改
正
で
地
域
中
核
企
業
向
け
設
備
投
資
促
進
税
制
が
創
設

さ
れ
る
な
ど
中
小
企
業
へ
の
支
援
が
強
化
さ
れ
て
い
る

が
、
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
や
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性
化
に
資
す
る

措
置
は
本
則
化
す
べ
き
で
あ
り
、
対
象
設
備
を
拡
充
し
た

う
え
、「
中
古
設
備
」
も
含
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

４．

土
地
と
と
も
に
取
得
し
た
建
物
の
取
り
壊
し
費

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

法
人
が
建
物
等
の
存
す
る
土
地
（
借
地
権
を
含
む
）
を
建

物
等
と
と
も
に
取
得
し
た
場
合
ま
た
は
自
己
の
有
す
る
土

地
の
上
に
存
す
る
借
地
人
の
建
物
等
を
取
得
し
た
場
合
、

そ
の
取
得
後
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
当
該
建
物
等
の
取
り

壊
し
に
要
し
た
費
用
は
当
該
土
地
の
取
得
価
額
に
算
入
す

る
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
空
き
家
・
空
き
ビ
ル
が

所
在
す
る
地
域
の
活
性
化
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
建

物
等
の
１
年
以
内
の
取
り
壊
し
費
用
が
損
金
計
上
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
企
業
が
建
物
等
の
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と

が
予
測
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
取
り
壊
し
費
用
の
損
金
算
入
を
認
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

５．

土
地
の
取
得
に
関
す
る
税
制
措
置
に
つ
い
て

中
小
企
業
対
策
な
ど
の
政
策
目
的
の
た
め
、
特
定
の
設

備
投
資
等
に
関
し
て
は
特
別
償
却
の
損
金
算
入
か
税
額
控

除
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
減
価
償
却
資
産
の

取
得
に
伴
う
優
遇
措
置
で
あ
る
。
地
方
創
生
の
動
き
を
活

発
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
土
地
活
用
を
容
易
に
す
る
よ
う

土
地
の
取
得
に
関
す
る
税
制
措
置
を
強
く
要
望
す
る
。

６．

大
法
人
と
中
小
法
人
の
区
分
に
つ
い
て

大
法
人
と
中
小
法
人
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
税
制

で
は
資
本
金
と
い
う
画
一
的
な
基
準
を
用
い
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
あ
る
程
度
規
模
の
大
き
い
企
業
に
つ
い
て
も
中
小
法

人
向
け
の
税
制
優
遇
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ

て
い
る
。大
法
人
の
基
準
に
つ
い
て
資
本
金（
１
億
円
超
）と

資
本
金
以
外
の
指
標
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
税
制
優
遇
が

適
用
さ
れ
る
中
小
法
人
の
定
義
を
厳
格
に
す
べ
き
で
あ
る
。

７．

法
人
課
税
ベ
ー
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑴
受
取
配
当
金
益
金
不
算
入
制
度
に
つ
い
て

受
取
配
当
金
益
金
不
算
入
制
度
は
法
人
企
業
と
個
人
株

主
の
二
重
課
税
排
除
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る

が
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
上
場
企
業
の
個
人
株
主
の
持

株
比
率
は
20
％
程
度
に
対
し
、
80
％
近
く
が
法
人
株
主
と

な
っ
て
お
り
、
二
重
課
税
排
除
を
適
用
す
る
根
拠
は
失
わ

れ
て
い
る
に
等
し
い
。
財
政
健
全
化
を
図
る
観
点
か
ら
受

取
配
当
金
は
課
税
対
象
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑵
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

租
税
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
も
、
受
取
配
当
金
益
金
不

算
入
制
度
同
様
に
殆
ど
大
企
業
が
利
用
し
て
い
る
。
一
方
、

中
小
企
業
に
は
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
条
件
が
整
っ
て

い
な
い
た
め
、
法
定
税
率
に
近
い
税
率
が
当
て
は
め
ら
れ

て
い
て
税
負
担
の
歪
み
が
生
じ
て
い
る
。
各
措
置
の
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
性
や
政
策
効
果
を
見
極
め
た
上

で
廃
止
を
含
め
根
本
的
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

所
得
税
関
係

１．

所
得
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
増
え
続
け
る
社
会
保
障

費
を
ま
か
な
う
た
め
に
現
役
世
代
の
負
担
は
増
加
し
、
高

齢
者
を
現
役
世
代
で
支
え
続
け
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
、
租
税
負
担
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
の
か
等
、
負
担

能
力
に
応
じ
て
適
切
に
課
税
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
配

偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
の
見
直
し
、
さ
ら
に
平

成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
基
礎
控
除
及
び
給
与
所

得
控
除
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
た
が
、
経
済
社
会
の
構
造

変
化
を
踏
ま
え
、
基
礎
控
除
を
始
め
各
種
控
除
の
適
正
化

に
関
し
て
、
今
後
も
更
な
る
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
わ
が
国
が
今
後
も
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
将
来
の
成
長
の
担
い
手
で
あ
る
若
年

層
・
子
育
て
世
代
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
活
躍

推
進
等
の
観
点
か
ら
働
き
方
に
対
し
て
中
立
的
な
税
制
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

２．

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
適
用
さ
れ
る
給
与

等
の
収
入
金
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
税
制
改
正
で
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま

え
、
様
々
な
形
で
働
く
人
を
あ
ま
ね
く
応
援
す
る
観
点
か

ら
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
給
与
所
得
控
除

の
上
限
額
が
適
用
さ
れ
る
給
与
等
の
収
入
金
額
が
８
５
０

万
円
（
現
行
１
、
０
０
０
万
円
）、
そ
の
上
限
額
が
１
９

５
万
円
（
現
行
２
２
０
万
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、

働
き
盛
り
の
世
帯
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
・
教
育
費
等
が
増

え
る
中
で
年
収
８
５
０
万
円
の
金
額
は
低
す
ぎ
る
。
公
的

年
金
等
の
控
除
額
の
上
限
が
適
用
さ
れ
る
年
金
収
入
金
額

１
、
０
０
０
万
円
と
同
額
に
す
べ
き
で
あ
る
。

３．

年
少
扶
養
控
除
の
復
活
に
つ
い
て

年
少
扶
養
控
除
は
子
供
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
平
成
23
年

度
に
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
平
成
24
年
度
に
は
子
供
手
当
が

廃
止
さ
れ
、
児
童
手
当
に
改
組
さ
れ
た
。
児
童
手
当
は
、
０

歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
に

支
給
さ
れ
る
が
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得
制
限
の
前
後
で
児

童
手
当
を
含
め
た
世
帯
収
入
の
逆
転
現
象
が
生
じ
る
問
題

も
あ
る
。
出
産
と
子
育
て
は
す
べ
て
の
世
帯
に
と
っ
て
担
税

力
が
減
殺
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
は
実
効
性
が

あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
児
童
手
当
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
年
少
扶
養
控
除
を
復
活
す
べ
き
で
あ
る
。

４．

源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

我
が
国
の
取
引
き
の
決
済
は
殆
ど
が
月
末
に
行
わ
れ
て

お
り
、
諸
公
課
の
納
期
限
も
お
お
む
ね
月
末
と
な
っ
て
い

る
。
源
泉
徴
収
義
務
者
の
事
務
効
率
の
観
点
か
ら
納
付
期

限
を
給
与
等
の
支
払
月
の
翌
月
末
日
に
ま
た
、
納
期
特
例

適
用
者
の
納
期
限
は
１
月
末
日
と
７
月
末
日
に
改
め
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

５．

勤
務
地
が
国
内
及
び
国
外
の
双
方
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
場
合
の
国
内
源
泉
所
得
税
の
計
算
方

法
に
つ
い
て

昨
今
、
国
内
企
業
か
ら
海
外
勤
務
の
従
業
員
が
増
加
し

て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
海
外
勤
務
が
一
定
の
日
数
以

上
に
達
し
た
従
業
員
の
税
額
精
算
は
、
複
雑
で
あ
り
簡
素

化
を
要
望
す
る
。

山
梨
県
連
平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
を
全
法
連
へ
提
出



(14)

消
費
税
関
係

法
人
会
は
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
軽
減
税
率
は
事
業

者
の
事
務
負
担
、
税
制
の
簡
素
化
、
税
務
執
行
コ
ス
ト
及

び
税
収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
が
多
い
た
め
、
税
率

10
％
ま
で
は
単
一
税
率
を
要
望
し
て
き
た
。
平
成
28
年
度

税
制
改
正
で
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所
得
者
対
策

と
し
て
、
平
成
29
年
４
月
に
軽
減
税
率
の
導
入
が
決
定
さ

れ
、
実
施
時
期
が
平
成
30
年
10
月
に
延
期
と
な
っ
た
が
、

複
数
税
率
の
導
入
は
再
度
反
対
す
る
。
消
費
税
制
度
は
事

業
者
、
消
費
者
、
国
民
全
員
の
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
制
度
で
あ
り
、
益
税
等
そ
の
信
頼
性
を
損
な
う
特
例

措
置
は
廃
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
進
性

に
対
す
る
低
所
得
者
へ
の
対
策
は
簡
素
な
給
付
措
置
で
対

応
す
べ
き
で
あ
る
。

事
業
承
継
税
関
係

土
地
・
建
物
及
び
未
上
場
株
の
相
続
の
非
課
税
に
つ
い
て

未
上
場
株
の
相
続
を
非
課
税
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
承
継
も
実
現
し
や
す
い
。
さ
ら
に
事
業
に
供
し
て
い
る

土
地
と
建
物
が
相
続
時
に
非
課
税
と
な
れ
ば
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承

継
を
進
め
る
た
め
に
も
、
事
業
用
資
産
の
土
地
・
建
物
及

び
未
上
場
株
の
相
続
税
を
非
課
税
と
す
べ
き
で
あ
る
。

贈
与
税
関
係

１．

相
続
税
の
課
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

平
成
25
年
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
27
年
１
月
１
日

以
降
の
遺
産
に
係
る
基
礎
控
除
額
（
５
、
０
０
０
万
円
＋

１
、
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）
が
、（
３
、
０

０
０
万
円
＋
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
課
税
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27

年
度
の
相
続
の
課
税
対
象
割
合
は
平
成
26
年
度
比
２
倍
の

８
・
０
％
に
な
っ
て
い
る
。
課
税
割
合
が
高
す
ぎ
る
た
め
、

基
礎
控
除
額
を
（
４
、
０
０
０
万
円
＋
８
０
０
万
円
×
法

定
相
続
人
の
数
）
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

２．

相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
非
課
税
枠
の
拡
大
等

に
つ
い
て

相
続
時
精
算
課
税
は
一
定
の
直
系
親
族
間
の
贈
与
に
認

め
ら
れ
た
特
例
と
し
て
、
２
５
０
０
万
円
ま
で
の
贈
与
に

は
贈
与
税
が
か
か
ら
ず
、
贈
与
財
産
の
種
類
、
金
額
、
贈

与
回
数
、
年
数
に
制
限
が
な
く
早
期
に
若
年
者
に
多
額
の

財
産
を
移
転
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
の

複
雑
さ
や
、
ど
ん
な
場
合
に
適
し
て
い
る
か
が
分
か
り
づ

ら
く
、
利
用
し
た
こ
と
か
ら
発
生
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
、
利
用
す
る
人
が
少
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
不
動
産

の
評
価
に
つ
い
て
は
贈
与
時
の
評
価
か
ら
相
続
時
の
評
価

に
す
る
な
ど
制
度
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

３．

贈
与
税
基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

現
行
の
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
は
平
成
13
年
か
ら
１
１

０
万
円
に
拡
大
さ
れ
て
以
来
低
い
水
準
に
設
定
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
り
、
資
産
が
高
齢
者
に
偏
在
す
る
と
い
う
社
会
問

題
化
と
も
な
っ
て
い
る
。
若
年
層
へ
の
資
産
の
円
滑
な
移

転
の
促
進
に
よ
る
消
費
拡
大
に
寄
与
す
る
観
点
か
ら
も
贈

与
税
の
基
礎
控
除
額
を
現
行
の
１
１
０
万
円
か
ら
２
０
０

万
円
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

地
方
税
関
係

１．

外
形
標
準
課
税
の
課
税
ベ
ー
ス
拡
大
に
つ
い
て

法
人
税
減
税
に
伴
う
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
の
中
で
外
形

標
準
課
税
も
代
替
財
源
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
地
方
自
治
体
が
景
気
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
財
源
を

確
保
す
る
為
に
赤
字
に
苦
し
む
中
小
企
業
に
課
税
す
る
こ

と
は
徴
税
者
本
位
の
発
想
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
。

２．

固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は
地
価
の
長
期
的
な
下
落
に
も
関
わ
ら
ず

負
担
感
が
高
い
と
の
声
が
多
い
。
宅
地
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
実
勢
価
格
に
配
慮
し
た
評
価
、
居
住
用
家
屋
の
評
価

は
築
後
経
過
年
数
に
応
じ
た
評
価
方
法
に
す
る
な
ど
軽
減

の
方
向
で
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
地
方
都
市
の
活

性
化
に
向
け
て
、
空
き
店
舗
、
空
き
家
の
流
動
化
に
資
す

る
固
定
資
産
税
制
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

３．

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
廃
止
・
縮

減
に
つ
い
て

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
中
小
企
業
に
も

課
税
さ
れ
る
た
め
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
阻
害
し
て

い
る
。
特
に
、
製
造
業
を
中
心
と
す
る
多
額
の
設
備
を
有

す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税
が
高
負
担
と
な
っ

て
お
り
、
企
業
収
益
を
圧
迫
し
、
企
業
競
争
力
に
悪
影
響

を
与
え
、
国
際
的
に
も
事
業
用
資
産
に
対
す
る
課
税
が
稀

で
あ
る
こ
と
か
ら
廃
止
ま
た
は
縮
減
を
す
べ
き
で
あ
る
。

４．

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
限
ら
ず
、

応
援
し
た
い
都
道
府
県
・
市
町
村
に
寄
附
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
間
の
財
政
力
格
差
の
是
正
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
自
治
体
が
寄

附
を
募
ろ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
返
礼
品
を
め
ぐ
る
過
剰
な

競
争
に
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
が
自
治
体
間
の
返
礼
品
競

争
の
改
善
に
向
け
て
、
寄
付
額
の
３
割
以
下
に
引
き
下
げ

を
求
め
る
通
知
を
発
出
し
た
が
、
拘
束
力
は
な
い
。
制
度

本
来
の
目
的
に
則
し
て
返
礼
品
に
規
制
を
設
け
る
な
ど
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他

１．

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
災
害
防
止
を
図
る
観
点
か
ら

森
林
環
境
税
が
創
設
さ
れ
、
平
成
36
年
か
ら
施
行
さ
れ
る

が
、
同
じ
よ
う
な
目
的
の
税
制
は
37
府
県
と
横
浜
市
が
県

民
税
・
市
民
税
の
超
過
課
税
と
し
て
す
で
に
実
施
し
て
い

る
。
国
の
新
税
と
地
方
税
の
す
み
分
け
を
行
い
、
税
の
使

途
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
、
二
重
課
税
の
廃
止
に
つ
い
て

個
別
間
接
税
と
消
費
税
と
の
二
重
課
税
の
問
題
は
、
平

成
元
年
に
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
際
、
物
品
税
が
廃
止
さ

れ
、
自
動
車
重
量
税
と
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
平
成

24
年
度
税
制
改
正
で
新
車
購
入
時
や
車
検
時
に
か
か
る
重

量
税
が
一
部
減
税
に
な
っ
た
が
、
石
油
諸
税
は
引
き
続
き

検
討
す
る
と
の
曖
昧
な
表
現
に
と
ど
ま
り
、
結
論
は
先
送

り
に
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
と
の
二
重
課
税
が
行
わ
れ
て

い
る
課
税
体
系
を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。

３．

震
災
復
興
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
復
興
期
間
の
後

期
で
あ
る「
復
興
・
創
生
期
間（
平
成
28
年
度
〜
32
年
度
）」

も
３
年
目
に
な
る
が
、
阪
神
大
震
災
後
の
復
興
に
か
か
っ
た

期
間
と
比
較
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
が
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
東
北
地
方
の
復
興
、
産
業
の
再
生
は
遅
々
と
し

て
進
ん
で
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

一
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
後
も
震
度
５
を
超
え
る
地
震

が
各
地
で
起
き
て
お
り
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
災
害
・
復

興
と
い
っ
た
事
態
が
発
生
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
東
日

本
大
震
災
の
対
応
を
踏
ま
え
、
適
切
な
復
興
支
援
と
実
効

性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

４．

社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
の
急
進
展
で
今
後
の
社
会
保
障
給
付
は
急

速
な
増
大
が
見
込
ま
れ
、
財
源
を
消
費
税
に
頼
る
も
限
界

が
見
え
て
い
る
。
課
題
は
給
付
を
「
重
点
化
・
効
率
化
」

に
よ
っ
て
抑
制
し
、
同
時
に
公
費
以
外
の
公
平
で
適
正
な

負
担
を
確
保
し
て
い
く
か
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。
年
金
、

医
療
、
介
護
、
少
子
化
対
策
い
ず
れ
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

現
役
世
代
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
の
な
い
抜
本
的
な
改

革
が
必
要
と
考
え
る
。

５．

行
財
政
改
革
の
徹
底
に
つ
い
て

社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
を
目
的
と

し
た
消
費
税
増
税
が
先
送
り
さ
れ
て
平
成
31
年
10
月
実
施

と
な
っ
た
が
、
そ
の
前
に
国
や
地
方
に
お
い
て
自
ら
身
を

削
る
改
革
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
行
財
政
改
革

の
徹
底
を
要
望
す
る
。

具
体
的
に
は
、
人
口
の
減
少
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に

合
わ
せ
て
、
地
方
議
員
も
含
め
す
べ
て
の
議
員
定
数
及
び

議
員
報
酬
、
政
党
助
成
金
の
一
層
の
削
減
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
公
務
員
の
人
員
及
び
人
件
費
適
正
化
な

ど
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

６．

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
課
税
の
公
平
を
図

る
と
と
も
に
電
子
政
府
の
実
現
を
見
据
え
て
、
各
行
政
機

関
が
連
携
し
、
行
政
全
般
の
効
率
化
及
び
国
民
の
利
便
性

の
向
上
に
資
す
る
一
方
で
、
デ
ー
タ
の
漏
洩
や
シ
ス
テ
ム

の
管
理
等
徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
う
こ
と
。

７．

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
導
入
に
関
す
る
税
制
措

置
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
以
後
個
人
番
号
関
係
事
務

実
施
者
で
あ
る
各
事
業
者
は
、
個
人
情
報
保
護
・
管
理
が

義
務
付
け
ら
れ
、
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
措
置
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
定
調
書
等
の
提
出
を
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
事
を
考
え
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
で
の
管
理
の
み
で
は
対
応
で
き

な
い
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
導
入
に
関
す
る
税
制

措
置
を
要
望
す
る
。

８．

租
税
教
育
に
つ
い
て

租
税
教
育
は
、
国
民
に
必
要
な
生
涯
教
育
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
象
者
を
小
中
高
生
は
も
と
よ
り
大

学
生
や
新
入
社
員
に
ま
で
拡
充
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
。
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●出身地　

山梨県山梨市

●趣　味　

釣　り

●モットー　

何事にも明るく

前向きに
武藤雅彦署長

●出身地　

神奈川県厚木市

●趣　味　

ギター

●モットー　

明るく正しく

真心をもって
田中薫法人1統括官

●出身地　

青森県十和田市

●趣　味　

ソフトボール

●モットー　

創意工夫

苫米地英昭総務課長

●出身地　

千葉県印西市

●趣　味　

映画鑑賞

●モットー　

明るく元気に

荒木康作審理担当

大月税務署人事異動のお知らせ

官 職 名

署 長

総 務 課 長

管理運営１統括官

管理運営２統括官

徴 収 統 括 官

個 １ 統 括 官

個 ２ 統 括 官

個 ３ 統 括 官

資 産 統 括 官

法 １ 統 括 官

法 ２ 統 括 官

法 ３ 統 括 官

法１総括上席

法１審理担当

武藤　雅彦

苫米地英昭

辰田　英樹

一ノ瀬睦巳

清水　康成

加藤　真一

三枝　哲哉

石川　裕一

中田　宏一

田中　薫

大山千奈美

佐藤　栄彦

川高　幸大

荒木　康作

田畑　晶司

佐藤　二朗

齊藤恵里子

高根　政直

清水　康成

藤岡久美子

山下　和浩

石川　裕一

中田　宏一

新福　正彦

大山千奈美

佐藤　栄彦

最知　　満

德永　聡子

広島局石見大田署　署長

八王子署　個人１統括官

立川署　管理運営２統括官

鰍沢署　管理運営・徴収部門

（留任）

麹町署　個人審理専門官

蒲田署　個人２統括官

（留任）

（留任）

豊島署　法人４統括官

（留任）

（留任）

麻布署　法人３部門

大月署　法人３部門

東京局調査第一部広域情報管理課長

神田署　総務課長

杉並署　管理運営１統括官

甲府署　管理運営２統括官

町田署　個人１統括官

杉並署　個人２統括官

東京局課税第二部酒税課課長補佐

本郷署　法人１総括上席

八王子署　法人５部門

現　　　　任　　　　者 前　　　　任　　　　者

平成30年7月10日

新任者プロフィール
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着
任
の
御
挨
拶

大
月
税
務
署
長
　
武
藤
　
雅
彦

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
大
月
税
務
署

長
を
拝
命
し
、
広
島
国
税
局
石
見
大
田
税

務
署
長
か
ら
参
り
ま
し
た
武
藤
で
ご
ざ
い

ま
す
。

私
は
、
山
梨
県
の
出
身
で
あ
る
も
の

の
、
山
梨
県
内
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
が
、
自
ら
の
地
元
で
日
々
仕
事
が

で
き
る
こ
と
に
大
変
な
喜
び
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

前
任
の
田
畑
署
長
同
様
の
御
懇
情
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

細
谷
会
長
は
じ
め
大
月
法
人
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
法
人
会
活
動
を
通

じ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
御
理
解
と
多
大
な
る
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
税
知
識

の
普
及
、
納
税
道
義
の
高
揚
」
を
目
的
と

し
た
説
明
会
・
研
修
会
の
開
催
、「
地
域

社
会
へ
の
貢
献
」
を
目
的
と
し
た
講
演
会

の
開
催
や
施
設
慰
問
な
ど
、
各
種
の
事
業

を
活
発
に
展
開
し
、
地
域
社
会
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
租
税
教
育
推
進
の
分
野
で
は
、

「
小
学
生
に
よ
る
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」、「
高
校
生
に
よ
る
税
の
標
語
募
集
」

及
び
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
租
税
教

室
」
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
法
人
会

に
は
な
い
特
色
あ
る
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
次
の
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
達
に

「
税
」
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
良
い
き

っ
か
け
作
り
と
な
る
意
義
深
い
活
動
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
細
谷
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

の
日
頃
の
納
税
意
識
の
高
さ
と
、
租
税
教

育
に
対
す
る
情
熱
の
賜
物
と
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
経
済
取
引
の
国
際
化
や
広
域
化
を
は

じ
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
急
速
な
発
展
に
よ
る
高

度
情
報
化
に
加
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

へ
の
対
応
な
ど
大
き
く
そ
し
て
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
務
処

理
も
ま
さ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
な
ど
事

務
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
不
断
の
見
直
し

を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。特

に
、
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
大
法
人
の
電
子
申
告
義
務
化
に
関
す

る
法
律
が
平
成
三
十
年
四
月
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
般
の
改
正
の
目
的
は
、
利
便

性
の
高
い
納
税
環
境
を
整
備
し
、
社
会
全

体
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

義
務
化
の
対
象
は
、
基
本
的
に
資
本
金
１

億
円
超
の
法
人
で
す
が
、
半
数
程
度
は
税

務
署
所
管
の
法
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制
度
の

導
入
が
来
年
の
十
月
に
迫
っ
て
お
り
、
制

度
の
実
施
ま
で
に
準
備
期
間
が
限
ら
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。

執
行
当
局
で
あ
る
私
ど
も
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
い
ず
れ
の
制
度
に
お
い
て
も
円

滑
な
実
施
に
向
け
た
積
極
的
な
周
知
・
広

報
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
が
、
貴

会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
に

制
度
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

な
、
制
度
の
広
報
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
税
制
改
正
対
応
も
含
め
ま

し
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
一

層
の
厳
し
さ
を
増
す
状
況
の
中
で
、
税
務

署
の
使
命
で
あ
る
「
納
税
者
の
自
発
的
な

納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実

現
す
る
」
こ
と
を
着
実
に
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、
貴
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
の
皆
様
方
の
御
協
力
が
不
可
欠
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

参
り
ま
し
た
信
頼
・
協
調
関
係
を
大
切
に

し
、
引
き
続
き
、
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
会
員
の

皆
様
方
並
び
に
御
家
族
の
御
健
勝
、
事
業

の
御
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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離
任
の
御
挨
拶

前
大
月
税
務
署
長
　

田
畑
　
晶
司

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京
国

税
局
調
査
第
一
部
広
域
情
報
管
理
課
長

に
転
任
し
、
大
月
税
務
署
長
を
離
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
七
月
の
着
任
以
来
、
細
谷
会
長
を

は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
、
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
お
陰
で
、
署
長
の

任
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
本
会
の
み
な
ら
ず
、
女
性
部

会
及
び
青
年
部
会
を
中
心
と
し
た
租
税
教

育
や
各
支
部
に
お
け
る
税
務
研
修
会
開
催

な
ど
の
税
の
啓
蒙
活
動
、
施
設
慰
問
な
ど

の
社
会
貢
献
活
動
な
ど
、
幅
広
い
事
業
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て

変
わ
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
御
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
離
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

転
任
の
御
挨
拶

前
法
人
課
税
第
１
部
門
統
括
官
　

新
福
　
正
彦

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
東
京
国
税

局
課
税
第
二
部
酒
税
課
課
長
補
佐
に
転
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

細
谷
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆

さ
ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
間
、
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨

大
会
が
開
催
さ
れ
女
性
部
会
の
「
お
も
て

な
し
」
の
心
、
青
年
部
会
の
「
団
結
力
」

を
間
近
に
感
じ
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
本
会
、
各
部
会
、
各
支
部
で

も
様
々
な
行
事
が
あ
り
、
参
加
す
る
度
に

皆
さ
ま
の
熱
心
な
活
動
や
協
調
性
を
肌
で

感
じ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
税
務
経
験
に
お
い
て
非
常
に
有
意

義
な
一
年
と
な
り
、
深
謝
し
ま
す
。

今
年
は
、
女
性
部
会
・
青
年
部
会
の
創

立
四
〇
周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
盛

大
か
つ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
任
の
御
挨
拶

前
法
人
課
税
第
１
部
門
審
理
担
当
　

德
永
　
聡
子

七
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
八
王
子
税

務
署
へ
転
任
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
細
谷
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
及

び
会
員
の
皆
様
方
、
並
び
に
事
務
局
の
皆

様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

不
慣
れ
な
審
理
担
当
で
、
戸
惑
う
こ
と

も
多
い
中
、
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
、
こ
の
一
年
を
有
意
義
に
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

大
月
法
人
会
の
熱
心
な
事
業
活
動
を
通

じ
て
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
実
り
多

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨
大
会
で
皆
様
が
見
せ

て
く
だ
さ
っ
た
す
ば
ら
し
い
団
結
力
は
、

今
後
も
鮮
明
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

公
益
法
人
社
団
大
月
法
人
会
が
益
々
ご

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
と
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
か
ま
た
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
日

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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国税の納付は、簡単・便利な
ダイレクト納付をご利用ください
ダイレクト納付とは・・・
事前に税務署に届出をしておけば、e-Taxを利用して電子申告等又は納付情報登
録依頼をした後に、簡単な操作で、届出をした預貯金口座からの振替により、
即時又は指定した期日に納付することができる便利な電子納税の納付手段です。
利用可能金融機関は国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）でご確認ください。



大月税務署からのお知らせ
○平成30年分　年末調整等説明会の開催について
本年も下記の日程にて年末調整等説明会を開催いたします。
都合により対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありませ

ん。また小菅村・丹波山村については、青梅税務署の説明会が下記のとおり行われますので、そちらへもご出
席いただけます。

ただし、市町村で配布している給与支払報告書につきましては、対象地区以外の説明会場ではお渡しするこ
とが出来ませんので、直接各市町村にご請求いただくことになります。
おって、本年度は、消費税の軽減税率制度等説明会についても併せて開催いたします。

○年末調整等説明会開催前である、10時00分から11時25分まで、消費税の軽減税率制度等の説明会を開
催いたします。どなたでもご出席いただけます。
配偶者控除及び配偶者特別控除の見直しが行われました。平成30年分以後の所得税に適用されます。

●改正の内容
（１）配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額の改正 

１　配偶者控除の控除額が改正されたほか、給与所得者の合計所得金額が1,000万円を超える場合には、配
偶者控除の適用を受けることができないこととされました。

２　配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象となる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以下
とされました。

（２）扶養親族等の数の算定方法の変更
扶養親族等の数の算定に当たり、配偶者が源泉控除対象配偶者に該当する場合には、扶養親族等の数に1人

を加えて計算することとされました。また、同一生計配偶者が障害者に該当する場合には、扶養親族等の数に
1人を加えて計算することとされました。

改正前の制度から大きく変更されます。国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）に以下のパンフレット等
を掲載していますので、ぜひご利用ください
・源泉所得税の改正のあらまし　平成29年4月
・平成30年分以降の配偶者控除及び配偶者特別控除の取り扱いについて～毎月（日）の源泉徴収のしかた～

開催日 会場名・所在地 対象地域

11月６日(火)
富士五湖文化センター（ふじさんホール）大ホール 富士吉田市・富士河口湖町

富士吉田市緑ヶ丘二丁目5-23 忍野村・鳴沢村・山中湖村

11月７日(水)
上野原市文化ホール（もみじホール）2階会議室2

上野原市上野原3832
上野原市（※小菅村・丹波山村）

11月８日(木)
都留市文化ホール（うぐいすホール）小ホール

都留市上谷1888-1
都留市・西桂町・道志村

11月９日(金)
大月市民会館　4階視聴覚室

大月市御太刀二丁目11-22
大月市

軽減税率制度等説明会 10時00分～11時25分

開催時間（各会場共通）　　　用 　 紙 　 配 　 布　　　13時00分～13時30分

年末調整等説明会　　　13時30分～16時00分

11月20日(火)
奥多摩町福祉会館　１階　　　　　　　　　　　　　※（小菅村・丹波山村）

西多摩郡奥多摩町氷川199-ロ 13時30分～16時00分

(21)



ｅ−Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ
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神
社
め
ぐ
り

浅
間
日
月
神
社

鎮
座
地

富
士
河
口
湖
町
大
石
二
六
八

御
祭
神

木
花
開
耶
姫
命
　

天
照
皇
大
神
　
月
読
命

例
祭
日

九
月
二
十
三
日

宮
　
　
司

中
村
　
和
行

総
代
長

堀
内
　
洋
吾

境
内
地

一
〇
〇
五
坪

氏
子
戸
数

三
一
〇
戸

第40回

由
緒
沿
革

大
正
六
年
大
石
の
大
火
の
折
、
本
殿
始

め
諸
施
設
が
被
災
す
る
も
御
神
霊
安
体
。
　
　
　

社
伝
に
よ
る
と
本
社
は
富
士
山
北
口
小

浅
間
之
社
と
白
し
、
村
上
天
皇
御
宇
天
歴

年
間
中
（
九
四
七
年
〜
九
五
七
年
）
の
創

立
と
伝
へ
ら
れ
る
。「
甲
斐
名
勝
誌
」（
江

戸
中
期
刊
行
）
に
当
社
は
御
手
洗
浅
間
と

あ
り
、
御
手
洗
と
は
心
を
静
め
身
を
整
へ

る
場
で
あ
っ
て
、
貞
観
七
年
（
八
六
五
年
）

勅
命
に
よ
り
甲
斐
国
の
公
齋
社
と
し
て
祀

ら
れ
た
。
浅
間
本
宮
に
対
す
る
御
手
洗
浅

間
と
解
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
年
村
社
日
月
神
社
と
合
併
、

浅
間
日
月
神
社
と
改
称
す
る
。
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●生活習慣病は気づいたときにはも
う遅い
自覚症状がなかなか出にくい生活習慣病、し

かし、放っておくととんでもないことになる恐
れもあります。ここでは「今さら聞けない
し・・・」と思っていたあなたのために、改め
て「生活習慣病」とはなにか？　についてまと
めてみます。

●生活習慣病を知ろう
今や「生活習慣病」は、多くの人にとって身

近な言葉となりました。あなたやあなたの周り
の多くの人々にとって、生活習慣病の対策は決
して他人事ではありません。すでに生活習慣病
になっている人、そろそろ要注意と言われてい
る人、今は健康そのものという人も、生活習慣
病をよく知り、簡単な生活の知恵を身につけま
しょう。

●「生活習慣病」って何？
ストレス社会とも呼ばれる現代社会では、さ

まざまな要因から生活習慣病患者および生活習
慣病予備軍と呼ばれる方々は増加する一方で
す。

厚生省によると、生活習慣病とは「食習慣、
運動習慣、休養、喫煙、飲酒等の生活習慣が、
その発症・進行に関与する疾患群」と定義して
います。言い換えると、生活習慣病とは、日常
の乱れた生活習慣の積み重ねによって引き起こ
される病気です。

以前は、働き盛りの大人に多い病気のため成
人病と呼ばれていましたが、子供の成人病が増
えて病気の原因が日常の生活習慣の影響が大き
いことが判明したため、1996年、生活習慣病
と改められました。病名が生活習慣病と改めら
れたのには、病気の原因を作らないように日頃
の生活習慣を見直し、病気を予防・改善してい
きましょう、という意味合いも含まれているの
です。

生活習慣病は、食生活や運動、喫煙、飲酒、
ストレスなどが深く関わっています。つまり、
普段の生活習慣を見直し、生活習慣を改善する
ことにより、病気を予防し、症状が軽いうちに
治すことも可能ということです。
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